
高温期出荷のスターチスの茎の黄化を
抑制する画期的な資材が登場！採花後、

「クリザール SVBシニュアタ」を
産地で前処理することで飛躍的に茎の
黄化を抑制することが可能に！！

SVB使用

採花約2週間後の変化 ＊試験設定温度25℃/湿度60％

茎黄化

抑制

水道水のみ

SVB処理をし
たスターチス
は2週間経過
しても茎は
グリーンの
まま！

茎の黄化を抑制す
るSVB処理をした
スターチスの流通
が始まります。

茎黄化

黄化
無し



JA信州諏訪
スターチス部会
長野県の八ヶ岳西麓に位置し、標高1,000ｍ地帯の冷涼な気象条件を
生かし、多岐にわたる花の生産が盛んな地域です。
その中でもスターチスは、多くの生産者が栽培しており、花色が鮮やか
で高品質なスターチスをお届けするため、５月中旬から11月頃までの
約6か月間は、出荷する全てのスターチスの黄化抑制対策として

「クリザール SVB シニュアタ」を使用し、処理を行っております。

SVBシニュアタ使用
（黄化無し）

水道水のみ
（黄化）

JA信州諏訪では2019年より出荷する全ての
スターチスに「クリザール SVBシニュアタ」を
使用します。高温期の出荷においても、
信用・信頼されるスターチスを供給します！

採花２週間後
の茎の状態


